
高
砂
大
学
校
同
窓
会
は
来
年

で
60
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
38
年
12
月
３
日
に
開
校
し

た
高
砂
大
学
校
第
１
期
の
入
学

者
は
69
名
で
ス
タ
ー
ト
。
昭
和

39
年
３
月
17
日
の
第
１
期
高
砂

大
学
校
修
了
生
は
59
名
で
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
私
達
の
本
同
窓

会
は
１
９
６
９
年
（
昭
和
39
年
）

５
月
12
日
に
発
足
し
ま
し
た
。

昭
和
41
年
３
月
に
現
在
の
同

窓
会
バ
ッ
ジ
を
制
定
。

昭
和
46
年
、
第
１
期
高
砂
大
学

院
開
校
し
入
学
者
は
１
４
０
名
。

翌
１
月
に
大
学
院
修
了
式
が

行
わ
れ
修
了
生
は
１
２
２
名
で

し
た
。

そ
の
後
の
お
も
な
歩
み
を
拾
っ

て
み
る
と
、
第
１
期
高
砂
大
学

校
大
学
院
を
高
砂
大
学
校
発
足

か
ら
８
年
後
の
昭
和
46
年
９
月

17
日
に
開
校
さ
れ
現
在
の
大
学

校
、
大
学
院
が
動
き
出
し
ま
し

た
。昭

和
54
年
８
月
に
は
第
１
回

交
流
の
つ
ど
い
演
芸
大
会
、
10

月
に
は
第
一
回
運
動
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
58
年
10
月
に
は
創
立
20
周

年
記
念
式
典
と
記
念
誌
（
20
年

の
あ
ゆ
み
）
を
発
刊
。

そ
れ
以
後
、
10
年
ご
と
に
記

念
式
典
並
び
に
記
念
誌
の
発
刊

が
行
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

平
成
５
年
４
月
に
第
１
回
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
を
兵
庫
県
加
古
川

市
い
な
み
野
学
園
で
行
わ
れ
以

後
平
成
24
年
ま
で
20
年
間
、
毎

年年
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
13
年
４
月
、
現
在
の
金

沢
市
中
央
公
民
館
彦
三
館
が
新

し
く
開
館
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
の
後
に
は
、
平
成

７
年
阪
神
淡
路
震
災
支
援
活
動
、

平
成
10
年
に
は
看
護
学
校
実
習

体
験
活
動
が
ス
タ
ー
ト
、
能
登

地
震
災
害
義
援
活
動
、
東
日
本

大
震
災
義
援
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
に
は
節
目
と
な
る

創
立
50
周
年
式
典
並
び
に
記
念

誌
「
高
砂
の
あ
ゆ
み
」
を
発
刊

し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
武
蔵
地
下
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
同
窓
会
作
品
展
示
を
開
始
。

平
成
25
年
８
月
末
、
創
立
周

年
を
記
念
し
て
台
湾
研
修
旅
行

を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
大
き
な
流
れ
の

中
に
現
在
は
続
い
て
お
り
創
立

60
周
年
を
迎
え
る
節
目
と
な
り

ま
す
。

来
年
度
の
60
周
年
に
向
け
て

記
念
事
業
を
実
施
す
る
べ
く
先

日
、
５
月
12
日
に
第
１
回
記
念

事
業
中
に
委
員
会
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

委
員
長
を
山
本
省
三
氏
に
お

願
い
し
、
委
員
に
は
こ
れ
ま
で

同
窓
会
活
動
に
大
き
く
寄
与
さ

れ
て
い
る
方
々
に
依
頼
、
現
役

員
か
ら
も
委
員
に
加
わ
り
次
の

方
々
に
今
後
の
準
備
を
担
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

会
合
で
は
、
自
己
紹
介
の
後
、

今
後
の
会
議
の
進
め
方
を
協
議
、

こ
れ
ま
で
の
創
立
記
念
事
業
に

向
け
て
準
備
さ
れ
た
山
本
委
員

長
の
膨
大
な
資
料
、
高
砂
大
学

校
同
窓
会
記
念
誌
「
高
砂
の
あ

ゆ
み
」
編
集
対
比
表
を
も
と
に

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
再
確
認
。

記
念
事
業
関
係
予
算
の
過
去

の
資
料
を
準
備
し
そ
れ
ら
を
も

と
に
予
算
を
も
検
討
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

委
員
長

山
本
省
三

（
現
同
窓
会
相
談
役
）

委
員

小
坂

進

（
元
同
窓
会
会
長
）

委
員

藤
堂
昭
雄

（
現
同
窓
会
相
談
役
）

委
員

小
屋
忠
男

（
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
役
員
）

委
員

宮
本
房
義

（
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
役
員
）

委
員

高
田

進

（
デ
ジ
カ
メ
ク
ラ
ブ
会
長
）

委
員

瀬
戸
俊
一

（
デ
ジ
カ
メ
ク
ラ
ブ
役
員
）

委
員

太
田

衛

（
前
同
窓
会
役
員
）

委
員

吉
田
栄
子

（
前
同
窓
会
役
員
）

委
員

小
野

隆

（
現
同
窓
会
会
長
）

委
員

泉
屋
和
雄

（
現
同
窓
会
事
務
局
長
）

委
員

増
田
健
一

（
現
同
窓
会
事
務
局
次
長
）

委
員

関
戸
硬
一

（
現
同
窓
会
会
計
）

委
員

高
本

昇

（
現
同
窓
会
理
事
）

委
員

田
中
清
之

（
現
同
窓
会
理
事
）
。

委
員

西
本
幹
夫

（
現
同
窓
会
理
事
）

委
員

堂
前
良
作

（
現
同
窓
会
理
事
）

委
員

石
野
隆
義

（
現
同
窓
会
理
事
）

委
員

上
野
健
三

（
現
同
窓
会
理
事
）

委
員

松
田

寛

（
現
同
窓
会
理
事
）

以
上
20
名
。

「
高
砂
ら
く
ら
く
ピ
ア
ノ

ク
ラ
ブ
」に
入
っ
て

1
１
１
期
２
組

坂
田

毅

平
成
30
年
、
高
砂
大
学
終
了

後
何
か
ク
ラ
ブ
に
入
り
た
い
と

勧
誘
ポ
ス
タ
ー
巡
り
を
し
て
い

る
と
、
こ
れ
か
ら
立
ち
上
げ
よ

う
と
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
が
、
体

験
生
を
募
集
し
て
い
た
。

「
未
経
験
の
方
で
も
“
ら
く
ら

く
”
ピ
ア
ノ
を
弾
く
こ
と
が
出

来
る
教
室
で
す
。
」
と
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
に
釣
ら
れ
て
、
妻
と

共
に
ふ
ら
ふ
ら
と
教
室
に
足
を

踏
み
入
れ
た
。

机
に
は
キ
ー
ボ
ー
ド
が
置
い

て
あ
り
、
渡
さ
れ
た
楽
譜
に
は

音
符
に
ド
レ
ミ
の
読
み
と
指
番

号
が
付
い
て
い
た
。

指
番
号
の
通
り
に
鍵
盤
を
弾

く
と
曲
が
弾
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

こ
の
教
本
（
楽
譜
）
の
見
開
き

に
は
「
こ
の
本
と
出
合
っ
た
そ

の
日
か
ら
あ
な
た
は
ピ
ア
ノ
の

達
人
に
！
」
又
「
こ
の
本
は
よ

く
知
っ
て
い
る
曲
で
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
が
で
き
ま
す
。
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
確
か
に
♪
さ
く

ら
さ
く
ら
♪
夕
焼
け
小
焼
け
♪

テ
ネ
シ
ー
ワ
ル
ツ
♪
エ
デ
ン
の

東
♪
エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に
♪
昴

な
ど
童
謡
、
映
画
音
楽
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
、
歌
謡
曲
ま
で
い
ろ
ん

な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
が
網
羅
さ
れ

て
い
る
。
さ
す
が
に
そ
の
日
か

ら
達
人
に
、
と
は
い
か
な
か
っ

た
が
あ
れ
か
ら
４
年
、
男
性
５

名
女
性
１
４
名
の
会
員
は
毎
月

第
一
第
三
火
曜
の
９
時
半
か
ら

11
時
半
の
２
時
間
、
笠
間
先
生

の
も
と
和
気
あ
い
あ
い
と
み
っ

ち
り
レ
ッ
ス
ン
に
励
ん
で
い
る
。

内
容
は
最
初
に
合
奏
曲
の
練
習
、

次
に
各
自
が
自
分
の
好
き
な
曲

の
練
習
を
と
、
生
き
が
い
演
芸

発
表
会
、
教
室
内
の
ク
リ
ス
マ

ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け
て

頑
張
っ
て
い
る
。

が
上
達
に
は
家
で
の
練
習
が

欠
か
せ
な
い
事
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。

入
会
待
ち
の
方
が
５
，
６
名

お
ら
れ
る
が
10
名
ぐ
ら
い
に
な

れ
ば
第
二
教
室
も
考
え
ね
ば
、

と
先
生
も
言
っ
て
お
ら
れ
る
。

と
に
か
く
自
分
で
キ
ー
ボ
ー
ド

の
持
ち
運
び
が
出
来
、
意
欲
の

あ
る
方
は
ど
し
ど
し
入
会
申
込

書
を
書
い
て
ほ
し
い
。

最
後
に
ピ
ア
ノ
の
効
能
と
し

て
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。

「
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
る
と
き
、

あ
な
た
の
脳
は
フ
ル
ス
ピ
ー
ド

で
回
転
し
て
い
ま
す
。

脳
の
様
々
な
領
域
が
活
性
化

さ
れ
、
長
期
的
に
脳
に
良
い
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ピ
ア
ノ
ほ

ど
脳
に
良
い
習
い
事
は
あ
り
ま

せ
ん
。
」

令 和 ４ 年 ６ 月 1 ５ 日 た か さ ご 新 聞 ３ ２ ４ 号

た
か
さ
ご
新
聞
発 行

高砂大学校同窓会

会長 小野 隆

〒920-0901

金沢市彦三町1-15-5

金沢中央公民館2F

TEL(076)261-8101

FAX(076)261-8149

（HＰ)http://www.

takasagoob.net

②
灯
籠
の
変
化
に
関
し
て
（
何

時
片
脚
が
短
く
な
っ
た
の
か
、

何
故
短
く
な
っ
た
の
か
、
誰
が

片
脚
を
短
く
す
る
こ
と
に
し
た

の
か
）

③
灯
籠
の
名
称
に
関
し
て
（
何

時
「
徽
軫
」
の
漢
字
を
使
う
こ

と
に
な
っ
た
の
か
、
何
故
そ
の

漢
字
を
使
う
こ
と
に
な
っ
た
の

か
、
誰
が
そ
の
漢
字
を
使
う
こ

と
に
し
た
の
か
）
の
三
つ
に
分

け
て
説
明
さ
れ
た
。

我
々
、
金
沢
に
住
ん
で
い
る

者
に
と
っ
て
は
昔
か
ら
見
慣
れ

た
風
景
で
あ
り
、
改
め
て
考
え

た
こ
と
も
な
い
テ
ー
マ
で
あ
っ

た
が
、
元
々
こ
と
じ
灯
籠
は
両

脚
均
等
の
長
さ
で
あ
っ
た
り
、

脚
の
向
き
が
虹
橋
と
平
行
で
あ
っ

た
り
し
た
が
こ
れ
ら
を
位
置
の

変
化
、
形
状
の
変
化
、
向
き
の

変
化
等
幾
多
の
変
遷
を
経
て
、

現
在
の
姿
に
な
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

特
に
「
徽
軫
」
の
文
字
に
つ

い
て
の
解
説
は
、
中
国
の
故
事

に
倣
っ
た
も
の
で
、
同
じ
園
内

に
あ
る
夕
顔
亭
の
手
水
鉢
に
あ

る
伯
牙
断
琴
の
故
事
を
連
想
さ

せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

結
論
的
に
は
加
藤
先
生
は
現

在
の
姿
に
な
っ
た
の
は
13
代
藩

主
斉
泰
の
意
向
と
し
た
。

斉
泰
は
石
川
県
の
依
頼
を
受
け

て
、
明
治
天
皇
の
北
陸
行
幸
に

合
わ
せ
、
こ
と
じ
灯
籠
を
自
分

の
好
み
に
合
わ
せ
て
手
を
加
え

た
と
し
た
。

た
だ
斉
泰
は
行
幸
の
際
に
天

皇
を
徒
歩
で
園
内
を
案
内
し
、

灯
籠
を
見
て
も
ら
う
意
向
が
当

日
、
天
皇
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

混
み
合
い
、
時
間
が
な
く
て
馬

車
で
園
内
を
廻
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

さ
ぞ
か
し
斉
泰
は
臍
を
嚙
む

思
い
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
「
こ
と
じ
灯
籠
」

高
砂
大
学
校
同
窓
会

創
立
60
周
年

記
念
事
業
準
備
委
員
会

発
足

QR コードで
ホームページへ

き
モ
ネ
の
池
。
湧
き
水
で
出
来

た
池
で
透
明
度
が
高
く
池
の
底

が
見
え
、
睡
蓮
と
錦
鯉
が
モ
ネ

の
絵
画
を
彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。

心
配
さ
れ
た
天
候
も
予
報
は

良
い
方
に
は
ず
れ
、
傘
の
出
番

は
妻
籠
だ
け
で
二
日
目
に
は
太

陽
も
拝
め
ま
し
た
。

バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
は
口
癖
か
、

よ
く
「
ほ
ぼ
ほ
ぼ
」
と
言
っ
て

い
た
。
ガ
イ
ド
さ
ん
流
に
言
え

ば
今
回
の
旅
行
は
、
ほ
ぼ
ほ
ぼ

大
満
足
で
あ
っ
た
。

Ｏ

Ｂ
歴
史
会
５
月
月
例
会

「
徽
軫
」灯
籠
の「
謎
」を
解

き
ほ
ぐ
す
を
拝
聴
し
て

高
砂
大
学
院
Ｏ
Ｂ
歴
史
会

会
長

藤
堂
昭
雄

コ
ロ
ナ
禍
で
延
び
々
に
な
っ

て
い
た
兼
六
園
の
「
こ
と
じ
灯

籠
」
の
講
演
が
実
施
さ
れ
た
。

今
や
こ
と
じ
灯
籠
は
兼
六
園

を
訪
れ
る
観
光
客
の
誰
も
が
カ

メ
ラ
を
か
ま
え
る
人
気
の
ビ
ュ
ー

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
。

講
演
者
の
加
藤
先
生
（
元
金

沢
城
・
兼
六
園
管
理
事
務
所
所

長
）
は
過
去
の
こ
と
じ
灯
籠
と

今
の
こ
と
じ
灯
籠
を
比
較
し
て

何
故
そ
う
な
っ
た
の
か
を
史
料

に
基
づ
き
、
私
見
を
交
え
て
解

説
さ
れ
た
。

ま
ず
、
①
灯
籠
の
設
置
に
関

し
て
（
何
時
設
置
し
た
の
か
、

誰
が
灯
籠
を
献
上
し
た
の
か
）

南
信
州
・東
美
濃
の
旅
行

生
き
が
い
会

１
０
４
期
３
組

舘

洋
一

久
し
振
り
の
一
泊
旅
行
。
平

成
31
年
４
月
、
平
成
最
後
の
月

以
来
で
す
か
ら
、
３
年
振
り
の

旅
行
で
す
。

で
も
コ
ロ
ナ
対
策
と
い
う
こ

と
で
バ
ス
の
定
員
の
半
分
22
名

で
出
発
で
す
。
旅
行
と
言
え
ば

天
気
。

天
気
が
良
け
れ
ば
半
分
成
功

し
た
よ
う
な
も
の
だ
が
、
最
近

よ
く
当
た
る
天
気
予
報
は
雨
模

様
・
・
・
。

雨
雲
が
低
く
立
ち
込
め
る
中
、

東
海
北
陸
道
で
岐
阜
県
へ
。
恵

那
の
山
菜
園
で
昼
食
を
と
り
、

妻
籠
宿
か
ら
長
野
県
の
馬
籠
宿

へ
。地

域
ク
ー
ポ
ン
は
長
野
県
で

し
か
使
え
な
い
と
あ
っ
て
馬
籠

で
は
栗
き
ん
と
ん
な
ど
の
お
土

産
を
た
く
さ
ん
買
い
ま
し
た
。

今
日
の
お
宿
は
、
昼
神
温
泉

湯
元
ホ
テ
ル
阿
智
川
。

昼
神
温
泉
は
国
鉄
中
津
川
線

建
設
途
中
に
発
掘
さ
れ
、
線
路

の
建
設
は
中
止
と
な
っ
た
が
、

温
泉
は
湯
量
も
豊
富
で
南
信
州

随
一
の
温
泉
地
と
し
て
繁
栄
し

て
い
る
。

ホ
テ
ル
阿
智
川
は
建
設
途
中

の
ト
ン
ネ
ル
を
洞
窟
風
呂
と
し

て
利
用
し
て
い
る
。

夕
食
は
コ
ロ
ナ
禍
の
椅
子
席

で
ひ
っ
そ
り
？
姦
し
い
？
和
気

藹
々
で
し
た
。
残
念
な
が
ら
カ

ラ
オ
ケ
は
Ｎ
Ｇ
。

翌
日
は
、
飯
田
元
善
光
寺
、

名
前
の
と
お
り
元
祖
善
光
寺
で
、

長
野
の
善
光
寺
と
飯
田
の
元
善

光
寺
の
両
方
を
お
詣
り
し
な
い

と
「
片
詣
り
」
で
あ
る
と
昔
か

ら
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
長
野
も
飯
田
も
御
開

帳
で
生
き
が
い
会
で
は
七
年
前

の
御
開
帳
の
長
野
善
光
寺
を
お

詣
り
し
て
お
り
、
両
寺
を
お
詣

り
し
御
開
帳
に
巡
り
会
っ
た
の

で
、
素
晴
ら
し
い
功
徳
が
得
ら

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

次
は
日
本
大
正
村
、
現
地
ガ

イ
ド
さ
ん
の
案
内
は
熱
心
・
ね

ん
ご
ろ
な
説
明
で
時
間
オ
ー
バ

ー
。
大
正
ロ
マ
ン
館
で
は
村
長

三
代
、
高
峰
三
枝
子
、
司
葉
子
、

竹
下
景
子
さ
ん
の
銅
像
や
パ
ネ

ル
に
出
会
い
ま
し
た
。

最
後
の
訪
問
地
は
、
名
も
な

信州・美濃バス旅行
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次
の
「
上
荒
屋
史
跡
公
園
」

で
一
息
。

こ
こ
は
金
沢
市
だ
が
、
先
の

白
山
市
の
横
江
荘
遺
跡
と
関
連

す
る
施
設
で
荘
園
管
理
施
設
、

運
河
跡
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。

暑
く
な
り
始
め
た
と
こ
ろ
で

の
ほ
っ
と
す
る
休
憩
で
し
た
。

帰
り
の
電
車
時
間
の
関
係
で

ゆ
っ
く
り
で
き
ず
、
次
の
目
的

地
「
御
経
塚
遺
跡
」
へ
。

こ
こ
は
県
下
最
大
の
縄
文
時

代
の
村
の
跡
。
竪
穴
建
物
、
石

で
囲
っ
た
炉
な
ど
が
発
見
さ
れ
、

そ
れ
ら
が
復
元
整
備
さ
れ
て
お

り
、
縄
文
時
代
と
い
う
大
昔
の

人
々
の
生
活
を
想
い
、
現
在
の

便
利
さ
を
か
み
し
め
る
ひ
と
時

で
し
た
。

予
定
の
電
車
に
も
間
に
合
い
、

午
後
か
ら
雨
と
の
天
気
予
報
の

中
、
な
ん
と
か
降
ら
れ
ず
無
事

終
了
。

翌
日
の
北
國
新
聞
に
は
元
気

に
歩
く
会
員
の
姿
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

先
人
た
ち
の
古
代
の
暮
ら
し

ぶ
り
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。

「
お
城
と
様
々
な
門
構
」

歴
史
会
自
主
研
究

発
表
会

1
０
５
期
１
組

西
尾
欣
一

今
年
度
最
初
の
OB
歴
史
会
自

主
研
究
発
表
会
は
５
月
19
（
木
）

第
２
研
修
室
で
約
20
名
の
聴
衆

を
集
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
１
０
９
期
２
組
の

藤
島
寛
仁
さ
ん
が
標
記
の
題
で

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

門
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
そ

の
特
徴
や
用
途
に
よ
っ
て
い
ろ

「
歩
の
〝
歩
の
ク
ラ
ブ
」

5
月
例
会

《
古
代
の
里

史
跡
探
訪
》

１
１
３
期

紙
谷
登
起
子

５
月
１
２
日
絶
好
の
お
天
気

に
恵
ま
れ
朝
九
時
、
野
々
市
駅

ま
で
電
車
で
二
駅
。
準
備
運
動

後
、
前
後
に
役
員
の
持
つ
「
歩

の
〝
歩
の
ク
ラ
ブ
」
の
旗
に
見

守
ら
れ
出
発
で
す
。
参
加
者
は
、

約
90
名
盛
会
と
な
り
ま
し
た

横
江
郷
の
総
社
と
し
て
栄
え

た
「
宇
佐
八
幡
神
社
」
を
通
り
、

「
白
山
イ
オ
ン
モ
ー
ル
」
で
ト

イ
レ
休
憩
で
す
。

次
に
歩
い
た
先
は
国
史
跡

「
東
大
寺
領
横
江
荘
遺
跡
」
。

奈
良
・
平
安
時
代
の
遺
跡
で
、

何
棟
も
の
掘
立
建
造
物
跡
と
大

量
の
土
器
が
出
土
し
、
国
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
た
場
所
で
す
。

こ
の
史
跡
が
縁
で
、
白
山
市

北
陽
小
学
校
の
児
童
が
古
代
米

を
栽
培
し
東
大
寺
へ
寄
進
す
る

事
と
な
っ
た
と
新
聞
報
道
が
あ

り
、
あ
～
、
あ
の
場
所
の
事
だ

と
目
に
浮
か
び
う
れ
し
く
思
い

だ
し
ま
し
た
。

８
月
１
日
・
２
日
、
同
窓
会

主
催
作
品
発
表
会
に
は
、
会
員

全
員
の
作
品
を
展
示
致
し
同
窓

会
の
皆
様
に
披
露
す
る
機
会
で

す
。又

、
武
蔵
ヶ
辻
地
下
道
（
ク

ロ
ス
ピ
ア
広
場
）
展
示
ス
ペ
ー

ス
に
２
ヶ
月
毎
入
替
に
て
会
員

の
作
品
を
展
示
・
市
民
に
自
作

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
な
ど
、
有
意
義
な
月
日
を
人

生
の
楽
し
み
と
し
て
書
を
続
け

て
い
き
た
い
と
想
い
ま
す
。

書
に
関
心
の
方
は
、
是
非
一
報

く
だ
さ
い
。

き
っ
か
け

ら
く
ら
く
ピ
ア
ノ
教
室

１
１
３
期
3
組

西
本
幹
夫

私
が
、
ピ
ア
ノ
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
2
年
半
前
に
、
か
ど

や
音
楽
教
室
の
体
験
入
学
で
し

た
。
歌
う
こ
と
で
、
持
病
の
ア

レ
ル
ギ
ー
ぜ
ん
そ
く
が
少
し
で

も
良
く
な
れ
ば
と
思
っ
た
。

笠
間
先
生
の
進
め
も
あ
っ
て

入
学
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

先
生
は
、
病
院
、
施
設
な
ど

で
、
音
楽
療
法
を
組
込
ん
だ
ピ

ア
ノ
演
奏
に
よ
る
セ
ラ
ピ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
私
は
ぜ
ん
そ
く
の
薬

の
服
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
い
揺
れ
を
感
じ
な
が
ら
門
前

の
曹
洞
宗
大
本
山
総
持
寺
祖
院

に
到
着
。

こ
こ
は
個
人
的
に
見
学
し
て

も
な
ん
と
な
く
見
て
回
る
と
こ

ろ
を
要
所
々
で
説
明
が
あ
り
、

祖
院
と
な
っ
た
経
緯
も
理
解
で

き
ま
し
た
。

最
後
に
黒
島
天
領
北
前
船
資

料
館
で
は
ガ
イ
ド
の
詳
し
い
説

明
が
あ
り
、
往
時
の
隆
盛
が
偲

ば
れ
る
も
の
で
し
た
。

OB
歴
史
会
の
ス
タ
ッ
フ
の
て

き
ぱ
き
と
し
た
お
世
話
も
あ
り
、

楽
し
い
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
も
是
非
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

を
見
る
時
は
斉
泰
の
思
い
を
汲

ん
で
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

Ｏ
Ｂ
歴
史
会
探
訪
旅
行

「
能
登
を
訪
ね
て
」

に
参
加
し
て

Ｏ
Ｂ
歴
史
会

１
１
４
期
２
組

清
水

和
雄

金
沢
に
生
ま
れ
育
っ
た
自
分

に
は
今
回
の
歴
史
探
訪
バ
ス
旅

行
は
大
変
有
意
義
な
一
日
で
し

た
。５

月
12
日
、
総
勢
60
名
が
２

台
の
バ
ス
に
分
乗
し
、
金
沢
駅

を
出
発
し
ま
し
た
。
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
心
配
し
て
い
た
雨
は

殆
ど
影
響
な
く
全
行
程
を
無
事

終
え
ま
し
た
。

歴
史
に
あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ

た
私
は
金
沢
の
こ
と
は
勿
論
、

石
川
県
内
の
各
地
の
歴
史
的
な

こ
と
は
表
面
的
な
こ
と
し
か
知

ら
ず
、
今
回
の
旅
行
に
参
加
し

て
初
め
て
深
く
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

予
め
バ
ス
の
中
で
OB
歴
史
会

の
旅
行
担
当
か
ら
今
回
の
訪
問

地
の
概
要
説
明
を
受
け
、
予
備

知
識
を
得
て
七
尾
城
址
に
到
着

し
ま
し
た
。

七
尾
城
址
で
は
能
登
畠
山
氏

の
由
来
や
小
丸
山
城
と
の
関
係
、

日
本
の
五
大
山
城
に
数
え
ら
れ

る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
な
ど
を

歩
い
て
体
験
し
な
が
ら
現
地
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
巧
み

な
話
術
に
引
き
込
ま
れ
て
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

県
民
割
を
活
用
し
た
能
登
食

祭
市
場
で
は
昼
食
の
ご
馳
走
に

舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
同
級
生
と

昔
話
が
出
来
た
事
も
楽
し
い
ひ

と
時
で
し
た
。

食
後
の
眠
気
と
バ
ス
の
心
地

い
ろ
と
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、

主
な
も
の
と
し
て
の
櫓
門
、
薬

医
門
、
高
麗
門
、
長
屋
門
に
つ

い
て
説
明
す
る
。

櫓
門
は
石
垣
と
石
垣
の
載
っ

た
渡
櫓
と
そ
の
下
に
あ
る
門
で

構
成
さ
れ
、
最
も
格
式
が
高
く
、

厳
重
な
門
で
す
。

金
沢
城
の
石
川
門
、
河
北
門
、

橋
爪
門
の
そ
れ
ぞ
れ
の
二
の
門

は
い
ず
れ
も
櫓
門
で
重
厚
な
造

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

薬
医
門
は
平
屋
建
て
の
門
で

主
柱
２
本
と
控
柱
２
本
に
屋
根

を
付
け
た
構
造
で
す
。

正
面
側
の
軒
を
長
く
し
て
城

内
か
ら
の
視
界
が
遮
ら
れ
る
た

め
、
防
御
よ
り
格
式
を
重
ん
ず

る
場
所
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
麗
門
も
平
屋
建
て
の
門
で
す

が
、
薬
医
門
の
欠
点
を
正
す
た

め
主
柱
（
鏡
柱
）
と
は
別
に
控

柱
に
も
小
さ
な
屋
根
を
掛
け
た

も
の
で
す
。

金
沢
城
三
御
門
の
一
の
門
は

い
ず
れ
も
高
麗
門
で
す
。

長
屋
門
は
長
屋
の
一
部
を
城

門
と
し
た
も
の
で
、
御
殿
や
家

臣
の
屋
敷
、
土
蔵
の
入
口
と
し

て
使
わ
れ
て
お
り
、
長
町
武
家

屋
敷
の
新
家
邸
は
観
光
地
の
象

徴
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
以
外
の
門
の
説
明
や
大

名
屋
敷
は
格
式
に
よ
っ
て
形
式

が
全
く
異
な
っ
て
い
た
等
の
話

が
な
さ
れ
た
後
、
会
員
の
中
か

ら
、
城
郭
建
築
よ
り
寺
院
建
築

の
方
が
先
行
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
か
各
自
の
意
見
等
活

発
な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

専
門
的
な
話
で
も
画
像
を
使

い
視
覚
に
よ
る
説
明
は
大
変
分

か
り
易
く
、
こ
の
発
表
会
に
参

加
す
る
こ
と
で
歴
史
へ
の
興
味

が
沸
く
の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
勧
め
し
ま
す
。

歌
教
室
へ
通
い
始
め
て
か

ら
、
ピ
ア
ノ
が
弾
け
た
ら
楽

し
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
、
ら

く
ら
く
ピ
ア
ノ
教
室
へ
入
会

し
ま
し
た
。

今
は
、
少
し
弾
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
夢
は
広

が
り
ま
す
。

弾
き
語
り
に
挑
戦
し
よ
う

と
、
笠
間
先
生
の
ソ
ロ
レ
ッ

ス
ン
を
受
け
て
い
ま
す
。
簡

単
に
は
、
い
き
ま
せ
ん
。

あ
る
日
、
コ
ン
ビ
ニ
で
買
っ

た
小
冊
子
の
中
に
、
あ
る
学

習
塾
に
「
人
生
の
勝
利
の
方

程
式
七
ヶ
条
」
が
載
っ
て
い

ま
し
た
。

第
1
条
、
自
分
か
ら
挨
拶
す

る
。

第
2
条
、
“
マ
イ
ナ
ス
発
言
”

は
、
口
に
し
な
い
。

第
3
条
、
「
お
願
い
し
ま
す
」
の

気
持
で
取
組
む
。

第
4
条
、
自
分
の
能
力
・
可
能
性

を
“
限
界
ラ
イ
ン
”
を
引
か
な
い
。

第
5
条
、
高
い
目
標
を
掲
げ
、
地

道
な
努
力
や
め
な
い
。

第
6
条
、
全
て
の
こ
と
に
感
謝
地

心
を
持
つ
。

第
7
条
、
他
人
を
喜
ば
せ
る
、
幸

せ
に
す
る
こ
と
が
自
分
の
幸
せ
だ

と
考
え
る
。

今
の
自
分
の
能
力
・
可
能
性
を

試
し
て
み
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

成
功
し
た
時
の
イ
メ
ー
ジ
を
す

る
こ
と
が
大
事
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。

何
か
ワ
ク
ワ
ク
感
が
涌
い
て
き

ま
し
た
。

人
生
百
年
生
に
な
ろ
う
！

幸
福
寿
命
を
延
ば
そ
う

高
砂
令
和
仲
良
し
会

１
０
6
歳
期
1
組

坂
下

啓
子

4
月
25
日
（
月
）
「
高
砂
令

和
仲
良
し
会
」
の
総
会
を
大
研

修
室
で
開
催
し
、
出
席
さ
れ
た

会
員
86
名
を
前
に
上
記
の
演
題

で
木
下
幸
子
様
に
講
演
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

「
健
康
寿
命
」
と
言
う
フ
レ
ー

ズ
は
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
「
幸

福
寿
命
」
は
耳
慣
れ
な
い
言
葉

で
し
た
。

ま
ず
、
健
康
寿
命
と
は
健
康
上

の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ

れ
る
こ
と
な
く
生
活
出
来
る
期

間
で
あ
り
、
幸
福
寿
命
と
は
脳

内
物
質
ド
ー
パ
ミ
ン
と
セ
レ
ト

ニ
ン
の
分
泌
に
よ
り
幸
福
感
が

生
ま
れ
、
幸
せ
を
感
じ
て
い
ら

れ
る
期
間
だ
そ
う
で
す
。

講
演
で
は
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
と

い
わ
れ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
、
ど

う
す
れ
ば
分
泌
さ
れ
る
の
か
を

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
時
々

笑
い
も
誘
い
な
が
ら
、
く
わ
し

く
説
明
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

私
が
ヘ
エ
ー
そ
う
な
ん
や
！
？

と
驚
い
た
の
は
、
日
課
の
フ
レ

イ
ル
予
防
に
行
っ
て
い
る

「
ス
ク
ワ
ッ
ト
」
が
筋
肉
か
ら

マ
イ
ン
ト
カ
イ
ン
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
が
出
て
血
糖
値
や
血
圧
が

下
が
る
と
い
う
こ
と
。

骨
粗
鬆
症
予
防
の
「
か
か
と

お
と
し
」
が
、
脳
内
か
ら
幸
せ

ホ
ル
モ
ン
、
セ
レ
ト
ニ
ン
が
出

る
と
の
こ
と
で
す
。

幸
福
と
は
、
趣
味
や
目
標
を

も
ち
、
身
体
を
動
か
す
。
仲
間

と
語
り
合
い
笑
う
。

1
人
で
は
幸
福
に
な
れ
な
い
！

高
砂
令
和
仲
良
し
会
や
、
他

の
高
砂
同
窓
会
ク
ラ
ブ
で
の
活

動
、
旅
行
な
ど
、
楽
し
く
参
加

高
砂
寿
雪
書
道
会
に

つ
い
て

１
１
４
期
１
組

田
中

清
之

当
書
道
教
室
は
、
木
曜
日
午

前
・
午
後
、
土
曜
日
午
前
・
午

後
と
５
教
室
に
て
、
本
年
新
会

員
６
名
を
受
け
入
れ
て
73
名
に

て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

講
師
は
、
阿
部
寿
雪
（
書
道

家
）
・
阿
部
豊
寿
（
書
道
家
）

の
両
先
生
に
指
導
し
て
い
た
だ

き
１
時
間
45
分
の
授
業
で
す
。

各
自
持
参
す
る
物
は
、
硯
・

筆
・
下
敷
。
墨
汁
・
半
紙
・
文

鎮
・
水
少
量
・
新
聞
紙
４
，
５

枚
等
、
用
意
出
来
な
い
も
の
は
、

講
師
よ
り
購
入
で
き
ま
す
。

課
外
活
動
授
業
と
し
て
、
本

年
度
の
ス
タ
ー
ト
４
月
３
日

（
日
）
高
岡
市
国
泰
寺
の
小
旅

行
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
記
事
は
「
た
か
さ
ご
新
聞
」

５
月
号
で
源
田
孝
子
さ
ん
が
記

載
し
て
い
ま
す
。

４
月
11
日
（
月
）
に
は
21
世

紀
美
術
館
で
現
代
美
術
展
で
、

団
体
鑑
賞
を
阿
部
豊
寿
講
師
の

説
明
に
よ
り
会
員
有
志
27
名
に

て
実
施
、
阿
部
寿
雪
・
阿
部
豊

寿
の
作
品
及
び
当
会
員
入
選
６

名
の
作
品
を
紹
介
し
説
明
を
頂

き
ま
し
た
。

今
後
の
行
事
と
し
て
７
月
に

石
川
の
墨
展
（
21
世
紀
美
術
館
）

に
て
会
員
有
志
が
出
展
し
団
体

鑑
賞
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま

す
。９

月
に
は
、
阿
部
豊
寿
講
師

の
世
界
平
和
へ
の
祈
り
と
し
て

の
奉
納
揮
毫
を
石
川
護
国
神
社

で
実
施
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

８
月
１
日
（月
）２
日
（火
）

第
４
０
回

作
品
発
表
会

８
月
30
日
（火
）

第
2
回
ク
ラ
ス
会
長会

議

い
ず
れ
も
彦
三
館
に
て

作品発表会に向けて

８
月
実
施
行
事

す
る
こ
と
で
幸
福
寿
命
が
延
び

る
こ
と
が
わ
か
り
嬉
し
く
な
り

ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
講
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


